
  2014年度　経営学部　専攻科目　教育課程表（2006～2013年度入学者に適用）

授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者

コンピュータ概論 ○2 　飯塚 コンピュータ応用演習 ○2  福徳 演習Ⅰ ○2 専任教員 演習Ⅱ ○2 専任教員 演習Ⅲ ○2 専任教員 演習Ⅳ(含む卒業論文) ○2 専任教員

コンピュータ基礎演習 ○2  斎藤(友)

　古谷

　吉留

　杉田

　八尾

会計の基礎 ○2 ※２

経営の基礎 ○2 ※３

　志田 経営学総論 2 ※６ スタディー・アブロードⅠ 2 ※９ スタディー・アブロードⅠ 2 ※９ ベンチャー論 2 行本 ベンチャー論 2 行本
　佐藤(一) 統計学 2 山崎 　穂積 スタディー・アブロードⅡ 2 大庭   真鍋 経営組織論 2 湯川

統計学 2 東田 簿記原理 2 ※７ 　飯塚 デジタルプレゼンテーション 2 飯塚   柳田 経営分析の基礎 2 君島
（2008年度入学者から適用）   道用 起業学入門 2 山岡(義)   関口(博)   小島

マーケティング論 2 行川 金融論 2 菅原 　大田 　カンデル

　照屋  田中（則） 実社会体験研究   浅海 国際マーケティング論 2 アサモア

　大田  丹野 (2006年度入学者に適用）   山岡(義) 国際ロジスティクス論 2 道用

経営環境概論 2 杉田  行本 人的資源管理論 2 内藤（陽）

　湯川 国際コミュニケーション 2 八尾

　海老澤 情報システム設計論 2 穂積

  君島 流通論 2 末松
  大森(明）

国際経営論 2 榊原(貞)

国際コミュニケーション 2 八尾

実社会体験研究   浅海
(2007年度入学者から適用）   山岡(義)

簿記原理 2 ※１０
（2006・2007年度入学者に適用）

ボランティア論 2 磯田 スポーツ経営総論 2 嶋谷 スポーツ心理学 2 高妻 コンピュータ会計 2 荒井 ｅビジネス論 2 アサモア コミュニケーション論 2 泉水

神奈川大学の歴史 2 澤木 ボランティア論 2 磯田 スポーツマンシップ論 2 嶋谷 コンピュータネットワーク論Ⅰ 2 吉田（紳） Webプログラミング 2 吉田（紳） スポーツ社会論 2 森田

競技スポーツの基礎 2 ※４ ミクロ経済学 2 菅原 ビジネスマナー 2 関下 スタディー・アブロードⅢ 2 大庭 ＮＰＯマネジメント 2 山岡(義) ビジネス交渉と契約 2 中嶋

社会学 2 大庭 栄養学 2 殖田 マクロ経済学 2 菅原 データ分析論 2 穂積 コミュニケーション論 2 泉水 運動方法論 2 植田(恭)

宗教学Ⅰ 2 石倉 競技スポーツⅠ 2 ※８ 運動生理 2 薗部 トレーニング論 2 薗部 コンサルティング･ビジネス 2 溝部 会計監査基準論 2 真鍋

心理学 2 大森(馨) 経営学特殊講義Ⅰ 2 関口(博) 企業市民論 2 休講 ビジネスマナー 2 関下 コンピュータネットワーク論Ⅱ 2 吉田（紳） 外国為替論 2 休講

日本語学 2 椎名 　鳥居 救急措置法 2 向本 プログラミング応用 2 吉田（紳） スポーツ文化論 2 竹腰 　照屋

日本国憲法 2 高江州 　加藤 競技スポーツⅡ 2 ※１１ マーケティング戦略論 2 行川 データベース論 2 穂積 　菅野

日本文化論 2 石倉 現代社会論 2 泉水 銀行論 2 菅野 海外広報論 2 休講 メディア研究 2 村上(実) 経営学特殊講義 　関口(博)

一般化学Ⅰ 2 休講 国際交流論 2 吉留 経営学特殊講義Ⅴ 2 山岡(義) 外国史 2 谷川 会計監査総論 2 真鍋 （2011年度以前入学者に適用）   榊原(貞)

（2010年度以前入学者に適用） 宗教学Ⅱ 2 石倉 経営学特殊講義Ⅶ 2 山崎 　大田 管理会計の基礎 2 君島 　丹野

数学概論Ⅰ 2 川島 心理学 2 大森(馨) 経営史 2 後藤(伸) 　船越 経営学特殊講義 　山岡(義)   泉水

生物科学の世界 2 休講 政治学概説 2 杉田 経営統計論 2 東田 企業と広告 2 持田 （2011年度以前入学者に適用） 　山崎 　青木
（2011年度以前入学者に適用） 知的所有権と情報倫理 2 榊原(美) 経営メディア論 2 村上(実) 救急措置法 2 向本 （未定）

物理学概論Ｂ （2006年度入学者に適用） 　原 競技スポーツⅢ 2 ※１３ 経営学特殊講義Ⅸ 2 経営情報論 2 休講
（2009年度以前入学者に適用） 知的財産権と情報倫理 2 榊原(美) 　金城 銀行論 2 行川 経営学特殊講義Ⅹ 2 経営分析の応用 2 真鍋

(2007年度入学者から適用） 財務管理論 2 菅野 （2011年度以前入学者に適用） 経営情報論 2 小坂 現代の管理会計 2 君島

日本国憲法 2 高江州 社会学概論 2 大庭 経営科学論 2 休講 国際金融論 2 菅原 国際会計基準論 2 大田

★日本事情 2 椎名 宗教学概論Ⅰ 2 宮島 経営学特殊講義Ⅱ 2 行川   原 国際機構論 2 原

日本文化論 2 石倉 (2013年度入学者に適用) 経営学特殊講義Ⅲ 2 菅野 　杉田 国際比較経営論 2 杉田

　広嶋 生涯スポーツⅠ 1 ※１２ 経営学特殊講義Ⅵ 2 照屋 国際地域論Ⅱ 2 　ｶﾝﾃﾞﾙ 国際ビジネス・コミュニケーション 2 岡本
　橋本(直) 商業政策 2 末松 経営環境演習 2 専任教員   田 産業社会論 2 常石

法学 2 奥野 身体運動科学 2 後藤(篤) 経済史 2 石井 　吉留 社会問題論 2 大庭

一般化学Ⅱ 2 休講 　加藤 原価計算の基礎 2   君島 国際ビジネス・コミュニケーション 2 岡本 商法Ⅱ 柳田
（2010年度以前入学者に適用）   木野   吉留 国際法務 2 中嶋 （2006年度入学者に適用） 2

数学概論Ⅱ 2 川島 　廣瀬   杉田 　湯川 会社法Ⅱ（含む商法） 柳田

人間環境科学 2 休講 政府と財政 2 青木 　原 　海老澤 (2007年度入学者から適用） 2
（2009年度以前入学者に適用） 生命科学の基礎 2 河合 　金城 　小笠原 事例研究Ｂ 2 岡本

物質科学の世界 2 休講   阿部 循環型社会論 2 　西本 第三世界文化概説 2 加藤

西洋美術文化概説 2 加藤   カンデル 　岩澤 中小企業論 2 百武

戦略計画論 2 小島 国際地域論Ⅰ 2 　古谷 　岡部 上級簿記 2 船越

地球環境と企業 2 常石 　加藤 　位地 （２００８年度入学者から適用）

哲学Ⅰ 2 築山 　田 　吉田 特殊簿記 2 船越

哲学概論Ⅰ 2 築山   行本 証券市場論 2 田代 (２００６･２００７年度入学者に適用)

(2013年度入学者に適用) 　吉留 商法Ⅰ 2 柳田 特別演習Ⅱ 2 照屋

日本・アジア関係史 2 谷川 社会福祉論 2 西山 （2006年度入学者に適用） 日本企業論 2 アサモア

日本史 2 石井 宗教学概論Ⅱ 2 宮島 会社法Ⅰ 2 柳田 非営利企業会計論 2 関口(博)

日本社会論 2 大庭 (2013年度入学者に適用) (2007年度入学者から適用） 法人税法 2 相原

日本文学 2 広嶋 生涯スポーツⅡ 1 ※１４ 情報と職業 2 平野 経営学特殊講義Ⅳ 休講

人間関係概論 2 浅海 　大田 事例研究Ａ 2 百武 　榊原(貞)

文化人類学 2 廣田 　照屋 生産物流管理論 2 道用 　泉水

貿易商務論 2 岡本 先端技術と企業戦略 2 田中(美) 税法入門 2 相原 　丹野

保健衛生論 2 若松 創作ダンス 2 加藤（範） 損害保険論 2 竹井 　青木

民法Ⅰ 2 田中(弘) 体力診断の理論と実際 2 後藤(篤) 多国籍企業論 2 田中（則） 経営学特殊講義Ⅸ 2 （未定）

養生法 2 関口(博) 地理学(含地誌) 2 前川 地域経営論 2 末松 経営学特殊講義Ⅹ 2 （未定）

哲学Ⅱ 2 築山 地方財政 2 青木

哲学概論Ⅱ 2 築山 中級簿記 2 照屋
(2013年度入学者に適用) （２００８年度入学者から適用）

日本経営史 2 後藤(伸) 連結簿記 2 照屋

日本語教授法 2 椎名 (２００６･２００７年度入学者に適用)

日本文化入門 2 泉水 中小企業論 2 百武

脳科学の基礎 2 井澤 特別演習Ⅰ 2 照屋

文化人類学 2 藤川 品質管理論 2 畑中

貿易商務論 2 岡本

保健衛生論 2 若松

民法Ⅱ 2 田中(弘)

表（２）

1年 2年 3年 4年
卒業要件
単位数

1セメスター 2セメスター 3セメスター 4セメスター 5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター

専
攻
科
目

必
修
科
目

2
国際経営論 2

経営管理総論 2

原価計算入門 2

２０異文化間コミュニケーション ○2

選
択
必
修
科
目

経済の基礎 2

２８以上

プログラミング入門 2

会計学原理

選
択
科
目

５８以上

芸術論 2

会社簿記

2 休講 国際政治学Ⅰ 2

俳句研究 2

身体表現法 2

2経営学特殊講義Ⅷ

2

2

制度会計論 2

2

国際関係論 2

国際政治学Ⅱ 2

2

経営分析の基礎 2

経営倫理論 2国際会計総論 2

2



   経営 専攻科目(2006～2013 年度入学者に適用)                      

〔備  考〕 
１ ○印は必修科目，★印は外国人留学生及び外国高等学校在学経験者(帰国生徒等)を対象とした授業科目を示す。 
 
〔コース制〕 
１ １年次後学期から，「マネジメントコース」，「会計コース」，「経営環境コース」，「国際コミュニケーションコース」
及び「スポーツ＆マネジメントコース」に分かれ，いずれか１コースを選択しなければならない。 

２ コースの変更は原則として認められない。ただし，特別な理由によりコースの変更を希望する者は，各学期終了ま
でに学部長に申請し，許可を得なければならない。 

 
〔履修要件〕 
１ １年次及び２年次は，原則として上位年次の授業科目は履修できない。 
２ 同一授業科目を重複して履修することはできない。 
３ 年間の履修単位数は，基本科目及び専攻科目をあわせて 44 単位を上限とし，半期の履修単位数は 31 単位を上限と

する。ただし，資格教育課程（教職課程等）の科目は履修制限の枠外とする。 
なお，前学期の成績優良者（教職関係科目を除き，前学期の修得科目全素点平均 85 点以上，または履修登録科目全
素点 80 点以上の者）は，半期６単位，年間 12 単位まで履修単位数の制限を超えて履修登録することができる。この
場合は，学期開始当初に学部長に申請しなければならない。 

４ 専攻科目の選択必修科目に別表のコース別指定科目が含まれる場合は，それらコース別指定科目を除いて所定の単
位数を修得しなければならない。 

５ 専攻科目の選択科目については，別表「コース別指定科目表」でそれぞれのコースについて定められた科目の単位
修得要件を満たした上で，所定の単位数を修得しなければならない。 

６ 経営学部認定科目については表１の科目群の中から，定められた手続きに従って認定される。認定単位については
選択科目に算入することができる。 

表１ ［経営学部認定科目］ 
１ 年 次 

授業科目 単位 授業科目 単位

英語(語学研修) ２ 韓国語(語学研修) ２ 

スペイン語(語学研修) ２ 中国語(語学研修) ２ 

ドイツ語(語学研修) ２ ロシア語(語学研修) ２ 

フランス語(語学研修) ２ 異文化体験(前) ２ 
 
〔学外単位認定制度〕 
学則第 13 条及び第 13 条の２に基づく次の単位は，本学における授業科目の履修とみなし，卒業要件単位に算入するこ
とができる。なお，横浜市内大学間の単位互換科目を履修する場合は，各セメスターの履修制限単位数に含める。ただし，
2012 年度以前の入学者については，この限りでない。 

１ 本学が主催または推薦する「海外語学研修制度」所定のプログラムを修了して認定された単位。 
２ 横浜市内大学間の単位互換により修得した他大学の提供科目等で，本学の授業科目として認定された単位。 
３ 文部科学大臣認定の技能審査及びこれに準じる知識及び技能に係る審査に合格した者で，本学における所定の 
手続きにより認定された単位。 

 
〔進級要件〕（２年次から３年次） 
２年次終了時までに，次の単位を含めて学則所定の「卒業要件単位数」のうち 50 単位以上を修得しなければならない。 
１基本科目から「ＦＹＳ(基礎演習Ⅰ)」及び「基礎演習Ⅱ」を含む 18 単位。 
 
〔卒業要件〕 
４年以上在学し，次の学則所定の「卒業要件単位数」を修得しなければならない。 
 

基本科目 専攻科目 
授業科目 

基礎科目 外国語科目 健康科学科目 必修科目 選択必修科目 選択科目 
合 計

8 8 2 20 28 58 
単位数 

18 106 
124 

 
〔コース別指定科目卒業要件〕（各コース共通） 
 

区分 単位数 備  考 

Ａ群 6 

Ｂ群 20 

計 26 

別表「コース別指定科目表」参照 

 
〔専攻科目卒業要件単位数〕 
専攻科目の「卒業要件単位数」は以下のとおりである。 
１ 必修科目については 20 単位修得しなければならない。 
２ 選択必修科目については，定められた履修要件に従って 28 単位以上を修得しなければならない。 
３ 選択必修科目の「卒業要件単位数」を超える単位は，選択科目に算入することができる。 
４ 選択科目については，定められた履修要件に従って 58 単位以上を修得しなければならない。 
５ (１)2009 年度以前の入学者が，他学部・他学科開講の専修科目（横浜キャンパス）・専攻科目（理学部）の単位

を修得した場合，12 単位まで選択科目に算入することができる。ただし，本学部開講の授業科目と同一授業科
目の履修は認められない。 

(２)2010 年度以降の入学者が，他学部・他学科開講の専修科目（横浜キャンパス）・理学部開講の単位を修得し
た場合，20 単位まで選択科目に算入することができる。ただし，本学部開講の授業科目と同一授業科目の履修
は認められない。 


